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コミュニケーション通信

今年のサークルフェスタは、ビデオレターでサークル交流しませんか。
感染防止対策を工夫しながら、有意義な活動をされているサークルのみなさん、1分間
のビデオレターで、ぜひご参加ください。今は、集まれないけど、つながろう！
完成したビデオレターは、令和3年の年明け以降に、社教センター及び各社会教育
館のロビーなどで放映します。（参加サークルには収録DVDを1枚配付します）

今だからこそ、
“わたしたちのおまつり”

写真で・・・絵画や書道、手工芸などの作品をスライドギャラリー

ムービー(動画)で・・・普段の楽しい活動の様子など

これら１分間の映像にメッセージを載せたビデオレターになります。

独自で制作したビデオはもちろん、各館のビデオカメラなどをお貸し、撮影や簡単な
編集を運営委員（PT)と教育主任が、お手伝いします。

「おもしろそうだけど、ビデオを作る
の難しそう…」という方も大丈夫！ま
ずは、説明会にご参加ください！
説明会に出席できないサークルには、
各館の教育主任が丁寧にご説明します。

ビデオレター制作のイメージ

事務所窓口にお申し出ください！



暑くて嫌だな～と思っていたマスク。肌寒くなると温かくて少しほっとするのは、わたしだけでしょうか。

通信あさがお

ご利用者のみなさまへ ～お知らせ～

社会教育センター・社会教育館で活動中のサークルを毎月ご紹介します

各地域のスタッフが毎月思い思いの
施設の話題をお届けします

サークル名

サークル広場

社教トピックス
東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた生涯学習講座のご案内です。

社会教育センター 千束社会教育館 小島社会教育館

◎日本と世界をつないだ男・嘉納治五郎
～人生と柔道、そしてオリンピックへ～

◎地域で役立つおもてなし語学/英語

【日 時】12月10日（木）・13日（日）
17日（木） 全3回

午後6時30分～8時30分
※13日は午前10時～正午

【定 員】20名 【教材費】無料

【日 時】1月13日～2月10日 全5回
（毎週水曜日）
午後6時30分～8時30分

【定 員】18名 【教材費】無料

◎心と身体で伝え合うコミュニケション
～伝えたいことを 伝えたい人に 伝わるために～

◎地域で役立つおもてなし語学/中国語

【日 時】11月11日・18日・25日 全3回
（毎週水曜日）
午後6時30分～8時30分

【定 員】20名 【教材費】無料

【日 時】1月18日～2月15日 全5回
（毎週月曜日）
午後6時30分～8時30分

【定 員】20名 【教材費】無料

◎異文化理解のためのイスラーム学
～イスラーム世界の誰とでも仲良くなる方法～

【日 時】1月10日・17日・24日
2月14日 全4回
（毎週日曜日）
午前10時～正午

【定 員】15名 【教材費】無料

※お問合せは03-3842-5352までお願いします。 ※お問合せは03-3861-5063までお願いします。

※お問合せは03-3874-5450までお願いします。

皆さまからの応募
お待ちしてます♪

根岸背骨コンディショニング

1.背骨を緩めることで腰痛、肩こり、膝の痛みを改善します。
2.背骨を元の位置に戻す矯正します。
3.背骨が歪まないように、筋力をつけます。

【活動日】毎月第1～第4月曜日
※祝日の場合は日程変更あり

【会 場】根岸社会教育館 和室
【時 間】14：00～15：30

【会費等】入会金：500円・会費：2,500円/月
※初回のみ教材費3,000円（テキスト・トレーニング用チューブ等）

【持ち物】ヨガマット（バスタオル可）・長めのタオル・飲み物
動きやすい服装

【問合せ】根岸社会教育館 03-3876-2103

見学大歓迎です。

「皆さんも是非体験をして、快適な毎日をすごしましょう！」

「気楽に楽しむ演芸の世界」 ～浅草演芸ホール～

浅草六区の大通り、提灯とのぼり旗が目をひく建物が浅草演芸ホールです。上野の鈴本演芸場、新宿末広亭、
池袋演芸場とならび「落語定席（らくごじょうせき）」（ほぼ年中無休で落語中心の公演を行っている場
所）のひとつです。落語のほかに「いろもの」と呼ばれる漫談や紙切りなどの多彩な演芸を楽しむことがで
き、これらを合わせて「寄席（よせ）」と言います。公演は昼、夜の2部制で、前売り券や予約はなく、当
日券のみ販売されます。人気の公演では立ち見が出ることも。2月には講談の「神田伯山（かんだ はくざ
ん）真打昇進名披露興行」が行われ、入場券を求める行列ができました。
ホールはコロナ禍で休止していましたが、客席を１列空けてソーシャルディスタンスをはかり、6月から再
開してます。暗いニュースに心がしぼみがちな今日この頃。笑いのパワーを貰いに、ぶらり足を運んでみて
はいかがでしょうか。


